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捕捉面 (trapped surface)はペンローズの時空特異点の存在定理の証明において本質的役割
を担う概念である [4]。ペンローズの主張は簡単に言うと「ある種の条件を満たす時空におい
て閉捕捉面が存在すると、光的測地線が完備でなくなる。言い換えると、時空特異点が存在す
る。」と言う主張である。たとえば、ある種のブラックホールの内部には閉捕捉面が存在して時
空特異点がブラックホール内に存在する。ペンローズの「宇宙検閲仮説」によると、時空特異点
はいつでもブラックホールの内部にあるであろうと予測されている。限界捕捉面（Marginally

trapped surface)は捕捉面と非捕捉面との境界的概念で、たとえばブラックホールの表面は
限界捕捉面であろうと思われている。数学的には、限界捕捉面は平均曲率ベクトルが光的な空
間的曲面と定義される。一般に、限界捕捉面は、ユークリッド空間内の極小曲面、3次元ミン
コフスキー空間内の極大曲面、双曲空間やド・ジッター空間内の平均曲率一定曲面等の一般化
となる。ここでは、ミンコフスキー時空内にある限界捕捉面に対して、講演者が導入した光的
幾何学 [3]の立場から得られた結果について紹介する。限界捕捉面は極小曲面の一般化であるこ
とから、ワイエルシュトラス型の表現公式は最近得られている [1]が変分法的な理解はあまり進
んでいないようである [2, Page 615]。ここでは、光的幾何学の立場から考えると自然に極小曲
面の一般化であることが理解され、さらには、自然に変分法的な解釈が可能であることを解説
する。
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